
■ホテルブエナビスタ・松本駅周辺

■松本城内 会場案内地図
第４８回日本脈管学会一般懇親会ご案内

　

日時：１０月２５日（木）　１８時３０開場、１９時００開始　

会場：国宝松本城　二の丸・本丸御殿跡

　　　　　 二の丸御殿跡：一般懇親会会場

　　　　　　　　　特設ブースの味もお楽しみ下さい。

　　　　　 本丸御殿跡：国選択無形民俗文化財　大鹿歌舞伎

　　　　　　　　　開演１９時３０分　約３０分間

　　　　　＊雨天時はホテルブエナビスタ３階グランデ東　

　　　　　　に変更になります。

　

会場までの交通：

　　　　徒歩　　 ホテルブエナビスタより約２０分

　　　　 　　　　 松本駅より約１５分

　　　　タクシー　 ホテルブエナビスタより約７分

　　　　　　　　　 松本駅前より約５分

　　　　バス　　 松本駅前バスターミナルより約７分(100円)

　　　　　　　　　　 浅間線：八十二
はちじゅうに

銀行前下車

　　　　　　　　　　　　　　　　（バス進行方向へ徒歩２分）

　　　　　　　　　　 美ヶ原温泉線：市役所前下車

　　　　　　　　　　　　　　　　（太鼓門すぐ前）

会費：脈管学会総会への参加費に含まれています。

　

　 　＊　脈管学会総会のネームプレートをお持ち下さい。

　 　＊　学会会員ならびに関係者の同伴者一名様は無料です。

また、お子様も無料です。

　　 ＊　季節柄、気温の低下が予想されます。防寒具等お持ち下さい。
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松本市奈川51　Tel.0263-79-2800
http://www.avis.ne.jp/~svarasa/index.html

　
信
州
に
来
た
ら
、
ま
ず
お
そ
ば
。

新
そ
ば
の
季
節
に
入
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
召
し
上
が
り

下
さ
い
。
日
本
全
国
よ
り
そ
ば
処

が
集
結
し
た
信
州
・
松
本
そ
ば
祭

り
で
も
披
露
さ
れ
た
味
で
す
。

　
信
州
大
学
・
野
辺
山
農
場
産
の

そ
ば
粉
を
、
そ
ば
打
ち
段
位
認
定

者
に
よ
る
手
打
ち
で
お
召
し
上
が

り
下
さ
い
。
本
場
・
安
曇
野
の
わ

さ
び
と
一
緒
に
ど
う
ぞ
。

一
般
懇
親
会 

会
場
内
特
設
ブ
ー
ス
ご
案
内

　
新
鮮
な
厳
選
素
材
の
み
を

扱
い
、
絶
妙
の
火
加
減
と
信

州
の
銘
酒
を
さ
っ
と
串
に
振

り
掛
け
る
と
い
う
秘
儀
で
絶

品
の
焼
き
鳥
を
味
あ
わ
せ
て

く
れ
ま
す
。

た
れ
・
塩
・
味
噌
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
味
で
ど
う
ぞ
。

　
お
店
も
松
本
城
の
す
ぐ

近
く
で
す
。

　
ア
ル
プ
ス
の
山
奥
に
た

た
ず
む
清
水
牧
場
。

標
高
１
４
０
０

～
１
８
０
０
㍍

に
広
が
る
ま
き
ば
で
逞
し

く
育
っ
た
ブ
ラ
ウ
ン
ス
イ

ス
牛
と
、
フ
ラ
イ
ス
ラ
ン

ド
羊
を
育
ん
で
い
ま
す
。

毎
朝
ミ
ル
ク
を
搾
り
存
在

感
の
あ
る
山
岳
の
チ
ー
ズ
、

ウ
ォ
ッ
シ
ュ
タ
イ
プ
の

チ
ー
ズ
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な

ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
ワ
イ
ン
と
共
に
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

そ
ば

チ
ー
ズ
な
ど

やきとり・串焼

　大鹿歌舞伎　主なあゆみ

　●　明治4年（1767)大鹿で地芝居が上演された
　●　天保15年(1843)大鹿の薬師堂前に間口八間・奥行三間の
　　　 　　　　　　 舞台が作られる
　●　昭和52年(1977)長野県無形民俗文化財に指定される
　●　昭和59年(1984)長野県芸術文化使節団としてオーストリアで公演
　●　昭和61年(1986)財団法人大鹿歌舞伎保存会が発足
　●　平成2年 (1990)第1回全国地芝居サミット大鹿・記念公演と
　　　　　　　　　　シンポジウムを文化庁の支援を得て開催
　 ●　平成3年 (1991)第11回伝統文化ポーラ特賞を受賞
　●　平成8年 (1996)国選択無形民俗文化財に指定される

　全国のさまざまな劇場、海外にて多くの公演をこなし、地芝居の
　リーダー的な存在として広くその名を知られている。

　
大
鹿
歌
舞
伎
は
三
百
余

年
前
か
ら
各
集
落
の
神
社

の
舞
台
で
演
じ
ら
れ
、
今

日
ま
で
伝
承
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
歴
史
の
変
遷
の
中

で
、
江
戸
か
ら
明
治
初
期

に
は
歌
舞
伎
の
上
演
禁
令

が
し
か
れ
、
そ
の
弾
圧
を

掻
い
潜
り
な
が
ら
村
人
の

暮
ら
し
の
大
事
な
核
と
し

て
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

き
ま
し
た
。
歌
舞
伎
の
上

演
が
な
か
っ
た
の
が
終
戦

の
年
な
ど
ご
く
わ
ず
か
で

あ
っ
た
こ
と
を
考
え
ま
す

と
、
大
鹿
村
の
地
芝
居
は

隔
絶
さ
れ
た
立
地
条
件
と

め
ま
ぐ
る
し
い
社
会
の
中

で
生
き
て
き
た
村
人
の
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
祈

り
に
も
似
た
も
の
で
あ
っ

た
と
い
え
ま
す
。

　
昭
和
六
十
一
年
に
財
団

法
人
保
存
会
が
発
足
し
、

地
域
の
愛
好
者
・
中
学
校

の
歌
舞
伎
ク
ラ
ブ
を
中
心

に
大
鹿
歌
舞
伎
は
保
存
・

伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

歌
舞
伎
を
愛
す
る
こ
こ
ろ

を
培
い
、
ま
た
新
し
い
伝

統
と
し
て
未
来
に
向
け
て

発
展
さ
せ
て
い
く
土
壌
が

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。

　
今
か
ら
約
四
百
年
前
、

日
本
が
長
い
戦
乱
の
時
代

か
ら
強
力
な
武
将
に
よ
り

統
一
国
家
が
形
成
さ
れ
て

い
く
時
期
に
生
じ
た
政
変

（
ク
ー
デ
タ
ー
）
を
脚
色

し
、
戦
国
の
世
に
生
き
た

女
の
悲
し
い
宿
命
と
、
権

力
と
栄
誉
を
求
め
る
男
の

生
き
様
を
描
い
た
作
品
で

あ
る
。

　
武
智
光
秀
も
真
柴
久
吉

も
戦
国
時
代
の
覇
者
小
田

春
長
の
家
臣
で
あ
っ
た
。

光
秀
は
、
主
君
春
長
を
殺

害
し
自
ら
天
下
に
号
令
す

る
よ
う
に
な
る
。
久
吉
は

光
秀
を
主
君
の
敵
と
し
て
、

そ
の
攻
撃
に
全
力
を
傾
け

る
。

　
場
面
は
、
都
か
ら
程
遠

い
片
田
舎
の
民
家
。
息
子
、

光
秀
の
非
人
間
的
な
所
業

を
怒
り
、
悲
し
ん
だ
老
母

皐
月
は
光
秀
と
別
れ
一
人

片
田
舎
に
隠
れ
住
む
。
こ

こ
に
同
じ
く
夫
、
光
秀
に

愛
想
を
つ
か
し
た
操
が
、

初
菊
（
光
秀
と
操
の
子

絵
本
太
功
記
　
尼
ヶ
崎
の
段

配
役
（
当
日
変
更
の
場
合

も
あ
り
ま
す
。
）

武
智
光
秀
　
　
塩
沢
邦
生

妻
　
　
操
　
　
中
村
元
夫

一
子
十
次
郎
　
北
澤
寿
子

皐
月
　
　
　
　
下
沢
　
敏

初
菊
　
　
　
　
釜
村
孝
一

真
柴
久
吉
　
　
木
下
光
司

加
藤
正
清
　
　
神
田
富
男

四
天
王
　
　
　
北
島
泰
治

〃
　
　
　
　
　
磯
部
孝
行

太
夫
弾
語
り
　
北
村
尚
幸

柝
　
　
　
　
　
笹
木
　
猛

下
座
　
　
　
　
上
島
　
巌

舞
台
黒
衣
　
　
南
坂
勇
一

　
　
　
　
　
　
倉
田
重
光

　
　
　
　
　
　

着
付
　
　
　
　
菅
沼
廉
子

　
　
　
　
　
　
下
沢
り
つ
子

　
　
　
　
　
　
松
浦
宇
多
恵

十
次
郎
の
婚
約
者
）
を
伴

っ
て
同
居
す
る
。
光
秀
打

倒
に
燃
え
る
久
吉
は
旅
僧

に
変
装
し
て
こ
の
家
に
泊

ま
り
様
子
を
う
か
が
う
。

　
光
秀
、
久
吉
、
十
次
郎

そ
し
て
女
性
た
ち
の
運
命

が
戦
国
の
世
で
交
錯
し
て

い
く
。

（
え
ほ
ん
た
い
こ
う
き 

あ
ま
が
さ
き
の
だ
ん
）

　
　
寛
政
十
一
年
大
阪
豊
竹
座
初
演

　
　
近
松
柳
、
近
松
湖
水
軒
、
近
松
千
葉
軒
合
作

松本市大手4丁目(緑町）
0263-35-3139
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